
乾
期
中
の
デ
ン
グ
熱
流
行
に
警

戒
を
呼
び
掛
け
た
。

同
省
新
興
・
再
興
感
染
症
担

当
の
リ
ー
ス
イ
医
師
は
、デ
ン
グ

熱
を
媒
介
す
る
ネ
ッ
タ
イ
シ
マ

カ
な
ど
が
き
れ
い
な
水
で
繁
殖

す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
庭
内
の
水
を
た
め
た
バ
ケ
ツ

や
水
槽
な
ど
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

ル
ソ
ン
地
方
リ
サ
ー
ル
州
で

比
共
産
党
の
軍
事
部
門
、
新
人

民
軍
︵
Ｎ
Ｐ
Ａ
︶
構
成
員
と
み

ら
れ
る
43
人
が
拘
束
さ
れ
た
事

件
で
、
同
州
モ
ロ
ン
地
検
は
11

日
、
40
人
を
違
法
爆
発
物
所
持

罪
な
ど
で
同
モ
ロ
ン
地
裁
に
起

訴
し
た
。

陸
軍
第
２
歩
兵
師
団
の
セ
ゴ

ビ
ア
師
団
長
は
同
日
、
国
家
警

察
リ
サ
ー
ル
州
本
部
で
記
者
会

見
し
、﹁
40
人
は
医
療
関
係
者
で

は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ａ
構
成
員
と
判

明
し
た
﹂
と
述
べ
た
。

起
訴
状
に
よ
る
と
、
40
人
は

６
日
、
同
州
モ
ロ
ン
町
の
女
医

宅
に
集
ま
り
、
爆
弾
製
造
訓
練

を
行
っ
た
。
同
宅
か
ら
手
投
げ

弾
３
個
や
爆
弾
材
料
の
硝
酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
２
キ
ロ
な
ど
が
押

収
さ
れ
た
。

40
人
は
同
州
タ
ナ
イ
町
の
国

軍
施
設
で
拘
置
さ
れ
て
い
る
。

左
派
系
団
体
は
国
軍
・
警
察
に

よ
る
違
法
逮
捕
を
主
張
し
、
40

人
が
拷
問
を
受
け
て
い
る
と
主

張
し
て
い
る
。

作
業
員
１
人
を
解
放

ス
ル
ー
州
拉
致
事
件

ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
ス
ル
ー
州

マ
イ
ン
ブ
ン
町
で
米
軍
支
援
事

業
に
従
事
す
る
比
人
男
性
作
業

員
２
人
が
８
日
に
拉
致
さ
れ
た

事
件
で
、
う
ち
１
人
が
10
日
正

午
ご
ろ
、
解
放
さ
れ
た
。
身
代

金
支
払
い
の
有
無
に
つ
い
て
は

分
か
っ
て
い
な
い
。

国
軍
西
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
司
令

本
部
に
よ
る
と
、
解
放
さ
れ
た

作
業
員
は
、
武
装
集
団
が
拉
致

直
前
に
放
火
し
た
輸
送
用
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
と
い
う
。

首
都
圏
マ
カ
テ
ィ
市
長
選
な

ど
の
候
補
者
ら
約
60
人
が
11
日

午
後
、
同
市
内
の
教
会
で
開
か

れ
た
﹁
平
和
へ
の
誓
約
式
﹂
に

参
加
し
た
。
３
月
26
日
の
選
挙

運
動
解
禁
を
前
に
、
武
器
や
私

兵
を
持
た
な
い
﹁
誠
実
で
平
和

と
秩
序
あ
る
選
挙
戦
の
実
現
﹂

を
誓
っ
た
。

同
市
で
は
、
下
院
選
小
選
挙

区
制
︵
第
１
、
２
区
︶、
正
、
副

市
町
選
、
市
議
選
︵
第
１
、
２

区
︶
に
計
74
人
が
立
候
補
。
特

に
同
市
長
選
で
は
、
ビ
ナ
イ
現

市
長
が
３
選
禁
止
に
よ
り
次
期

市
長
選
に
出
馬
で
き
ず
、
エ
ス

ト
ラ
ダ
前
大
統
領
の
ペ
ア
と
し

て
副
大
統
領
選
に
立
候
補
し
た

た
め
、
同
市
長
の
息
子
や
対
立

候
補
の
現
副
市
長
な
ど
有
力
候

補
５
人
が
乱
立
、
激
戦
が
予
想

さ
れ
る
。

誓
約
式
を
主
催
し
た
の
は
首

都
圏
警
察
マ
カ
テ
ィ
署
。
提
案

者
の
ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
同
署
長
は

﹁
警
察
が
主
導
し
た
全
国
で
初
の

画
期
的
な
誓
約
。
署
内
の
警
官

ら
に
選
挙
運
動
に
関
与
し
な
い

よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、
警

察
は
治
安
維
持
の
た
め
全
力
で

職
務
を
行
う
﹂
と
話
し
た
。

同
署
長
に
よ
る
と
、
同
市
で

は
過
去
に
選
挙
関
係
と
み
ら
れ

る
暴
力
事
件
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

﹁
規
律
正
し
く
、
秩
序
あ
る
マ
カ

テ
ィ
市
﹂
の
評
判
を
維
持
し
た

い
と
の
趣
旨
か
ら
開
い
た
と
い

う
。

「武器や私兵持たず」
マカティ市の候補ら
秩序ある選挙戦誓約
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日刊マニラ新聞

一一日日一一本本健健腸腸長長寿寿

﹁
お
前
た
ち
が
こ
う
し
た
の

だ
か
ら
、
お
前
た
ち
が
何
と
か

し
ろ
よ
。
自
分
た
ち
の
ミ
ス
で

国
籍
を
奪
っ
て
お
き
な
が
ら
、

何
も
で
き
な
い
な
ら
、
結
局
は

税
金
泥
棒
。
何
が
法
律
だ
、
何

が
法
務
省
だ
、
い
い
気
に
な
る

な
よ
と
言
い
た
い
﹂

﹁
ミ
ス
﹂
が
起
き
た
の
は
、

16
年
前
の
１
９
９
４
年
２
月
28

日
。
大
阪
市
西
成
区
役
所
で
の

出
来
事
だ
っ
た
。

当
時
、
ル
ソ
ン
地
方
カ
ガ
ヤ

ン
バ
レ
ー
州
ト
ゥ
ゲ
ガ
ラ
オ
市

に
住
ん
で
い
た
元
自
衛
官
の
山

口
暘
一
さ
ん(

69)

＝
首
都
圏
パ
サ

イ
市
在
住
＝
は
、
子
供
の
出
生

届
提
出
と
予
備
自
衛
官
訓
練
の

た
め
、
日
本
に
一
時
帰
国
し
、

本
籍
地
の
あ
る
同
区
役
所
に
出

向
い
た
。

子
供
は
、
妻
ア
ル
マ
さ
ん(

41)

と
の
間
に
生
ま
れ
た
嫡
出
子

︵
婚
内
子
︶
の
長
女
ユ
キ
さ
ん

(

16)

。
誕
生
日
は
前
年
の
12
月
２

日
で
、﹁
３
カ
月
間
﹂
の
出
生
届

提
出
期
限
は
２
日
後
の
３
月
２

日
に
迫
っ
て
い
た
。﹁
出
生
か
ら

３
カ
月
以
内
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
知
人
か

ら
聞
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、︵
３
カ
月
以
内
の
︶
２

月
下
旬
に
提
出
し
よ
う
と
し
ま

し
た
﹂
と
い
う
。

し
か
し
、
対
応
し
た
住
民
課

の
男
性
職
員
は
、
提
出
さ
れ
た

比
の
出
生
証
明
書
な
ど
を
見
な

が
ら
、﹁
比
に
住
ん
で
い
る
の
な

ら
、︵
出
生
届
は
︶
比
の
日
本
大

使
館
に
出
す
も
の
で
す
よ
﹂
と

説
明
し
、
受
理
で
き
る
出
生
届

を
受
理
し
な
か
っ
た
。

提
出
が
一
日
で
も
遅
れ
る
と
、

日
本
国
籍
を
奪
わ
れ
、
戸
籍
に

名
前
が
載
ら
な
い
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
山
口
さ
ん
。﹁
専
門
家

の
言
う
こ
と
だ
か
ら
正
し
い
の

だ
ろ
う
。
比
に
返
っ
た
ら
︵
３

月
２
日
の
︶
期
限
を
オ
ー
バ
ー

す
る
け
れ
ど
、
事
情
を
説
明
す

れ
ば
︵
同
大
使
館
が
︶
受
け
付

け
て
く
れ
る
は
ず
﹂
と
自
分
を

納
得
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
予
備
自

衛
官
訓
練
に
参
加
し
た
。

比
へ
帰
国
後
、
首
都
圏
で
一

泊
し
、
翌
日
に
在
比
日
本
大
使

館
を
訪
れ
た
。
区
役
所
で
の
や

り
取
り
な
ど
を
説
明
し
た
が
、

３
カ
月
の
期
限
を
過
ぎ
て
い
た

た
め
出
生
届
は
受
理
さ
れ
な
か

っ
た
。﹁
自
分
の
子
供
が
自
分
の

子
供
で
な
い
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、

日
本
政
府
は
理
不
尽
な
こ
と
は

し
な
い
。
い
つ
か
、
戸
籍
に
入

れ
て
も
ら
え
る
﹂
と
信
じ
、
妻

子
の
待
つ
ト
ゥ
ゲ
ガ
ラ
オ
市
へ

バ
ス
で
戻
っ
た
。

そ
れ
か
ら
16
年
。
嫡
出
子
の

ユ
キ
さ
ん
が
日
本
国
籍
を
取
り

戻
せ
ず
、
戸
籍
に
も
名
前
が
載

ら
な
い
理
不
尽
な
状
況
は
変
わ

ら
な
い
。
二
十
歳
に
な
れ
ば
国

籍
回
復
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
が
、

経
済
的
事
情
か
ら
﹁
日
本
で
半

年
以
上
住
む
﹂︵
国
籍
法
17
条
な

ど
︶
と
い
う
回
復
の
条
件
は
厳

し
い
。

娘
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、

﹁
あ
の
時
、
︵
区
役
所
職
員
が
︶

出
生
届
を
受
け
付
け
ら
れ
る
は

ず
だ
っ
た
の
に
⋯
⋯
﹂
と
い
う

や
り
場
の
な
い
憤
り
と
、﹁
１
週

間
早
く
行
動
を
し
て
い
れ
ば
、

︵
区
役
所
で
︶
間
違
っ
た
指
示
を

受
け
て
も
、︵
同
大
使
館
へ
の
出

生
届
提
出
が
︶
間
に
あ
っ
た
は

ず
﹂
と
い
う
自
責
の
念
を
募
ら

せ
て
き
た
。
５
年
前
に
は
、
小

学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
ユ

キ
さ
ん
を
伴
っ
て
訪
日
し
、
西

成
区
役
所
を
再
訪
し
た
。
出
生

届
を
受
理
し
な
か
っ
た
職
員
に

娘
を
見
せ
、
一
言
﹁
日
本
国
籍

が
な
い
ま
ま
、
こ
ん
な
に
大
き

く
な
り
ま
し
た
﹂
と
言
う
つ
も

り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
職
員
の

姿
は
も
う
な
く
、
一
太
刀
浴
び

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ユ
キ
さ
ん
は
今
年
６
月
、
大

学
生
に
な
る
。
裁
判
で
勝
訴
し

て
日
本
国
籍
を
回
復
で
き
た
ら
、

比
日
両
国
籍
を
持
つ
双
子
の
兄

の
飛
鳥
さ
ん(

18)

、
恵
さ
ん(

18)

と
同
じ
日
本
旅
券
を
手
に
し
、

家
族
で
日
本
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。﹁
日
本
は
い
い

国
。
比
よ
り
国
の
仕
組
み
が
き

ち
ん
と
し
て
、
経
済
状
況
も
い

い
か
ら
﹂
と
い
う
。

国
籍
を
奪
っ
た
日
本
を
﹁
い

い
国
﹂
と
あ
こ
が
れ
る
娘
と

﹁
理
不
尽
な
こ
と
は
し
な
い
国
﹂

と
信
じ
た
自
身
を
重
ね
な
が

ら
、
山
口
さ
ん
は
こ
う
心
に
決

め
て
い
る
。
﹁
日
本
国
籍
か
、

比
国
籍
か
、
何
が
幸
せ
か
分
か

ら
な
い
。
け
れ
ど
、
国
籍
を
選

べ
る
権
利
だ
け
は
確
保
し
て
や

り
た
い
。
裁
判
が
駄
目
だ
っ
た

ら
、
年
金
を
す
べ
て
つ
ぎ
込
ん

で
で
も
娘
を
日
本
に
住
ま
せ
て

国
籍
を
取
り
戻
し
て
や
る
﹂

︵
お
わ
り
︶

役
所
の
ミ
ス
で
不
受
理
に

理
不
尽
さ
に
募
る
憤
り

最
高
裁
大
法
廷
は
11
日
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
地
方
デ
ィ
ナ
ガ
ッ
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
新
設
を
定
め

た
共
和
国
法
９
３
５
５
号
︵
２

０
０
６
年
10
月
制
定
︶
に
つ
い

て
、﹁
自
治
体
新
設
は
地
方
自
治

法
規
定
の
基
準
に
沿
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
た
憲
法

に
反
す
る
と
し
て
、
同
州
新
設

を
取
り
消
す
判
決
を
言
い
渡
し

た
。同

州
は
、
同
共
和
国
法
制
定

と
住
民
投
票
︵
同
年
12
月
︶
の

結
果
、
北
ス
リ
ガ
オ
州
か
ら
分

離
さ
れ
、
81
番
目
の
新
州
と
な

っ
た
。
翌
07
年
の
前
回
統
一
選

で
は
州
知
事
選
な
ど
が
実
施
さ

れ
た
。

デ
ィ
ナ
ガ
ッ
ト
島
を
中
心
と

す
る
デ
ィ
ナ
ガ
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
州
の
面
積
は
８
０
２
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
佐
渡
島
︵
８

５
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶
よ

り
小
さ
い
。
人
口
は
約
10
万
７

千
人
で
、
首
都
圏
サ
ン
フ
ア
ン

市
︵
約
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶

の
約
12
万
５
千
人
を
下
回
る
。

面
積
、
人
口
と
も
地
方
自
治

法
の
規
定
す
る
州
の
条
件
︵
面

積
２
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
、
人
口
25
万
人
以
上
︶
を
下

回
っ
て
い
た
が
、
地
方
自
治
法

施
行
規
則
が
﹁
州
と
な
る
地
域

が
一
つ
の
島
、
も
し
く
は
複
数

の
島
で
構
成
さ
れ
る
場
合
、
面

積
と
人
口
に
関
す
る
規
定
の
対

象
外
﹂
と
改
正
さ
れ
た
た
め
、

州
と
な
っ
た
。

最
高
裁
判
決
は
、
こ
の
施
行

規
則
改
正
を
﹁
例
外
を
認
め
る

規
定
は
地
方
自
治
法
に
な
い
﹂

と
無
効
化
。
そ
の
上
で
、
デ
ィ

ナ
ガ
ッ
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
新

設
は
、
地
方
自
治
法
の
定
め
る

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、﹁
自

治
体
新
設
は
地
方
自
治
法
規
定

の
基
準
に
沿
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂
と
定
め
た
憲
法
10
条
10

項
に
反
す
る
と
結
論
付
け
た
。

州
の
総
数
は
、
こ
れ
で
79
と

な
っ
た
。
ま
た
、
次
期
統
一
選

︵
５
月
10
日
投
開
票
︶
で
実
施
予

定
だ
っ
た
同
州
知
事
選
や
下
院

選
小
選
挙
区
選
は
中
止
の
運
び

と
な
っ
た
。
08
年
７
月
に
は
、

シ
ャ
リ
フ
カ
ブ
ン
ス
ア
ン
州
の

新
設
も
最
高
裁
判
決
で
取
り
消

さ
れ
た
。

デ
ィ
ナ
ガ
ッ
ト
州
の
新
設

違
憲
理
由
に
取
り
消
し

（左から）「年金をすべてつぎ込んででも娘の国籍を取り戻す」と話す
山口さんと原告の長女ユキさん、二男の恵さん

２
０
０
７
年
５
月
の
ル
ソ
ン

地
方
パ
ン
パ
ン
ガ
州
知
事
選
で
、

中
央
選
管
は
11
日
、
次
点
で
落

選
し
た
ピ
ネ
ダ
前
州
議
の
当
選

を
宣
言
し
た
。
集
計
や
り
直
し

の
結
果
、
同
州
議
と
パ
ン
リ
リ

オ
現
知
事
の
得
票
数
が
逆
転
し

た
た
め
と
い
う
。

選
挙
直
後
の
州
選
管
集
計
結

果
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
の
パ

ン
リ
リ
オ
知
事
が
21
万
９
７
０

６
、
与
党
擁
立
の
ピ
ネ
ダ
前
州

議
21
万
８
５
５
９
票
で
、
１
１

４
７
票
で
同
知
事
が
当
選
し
た
。

し
か
し
、
ピ
ネ
ダ
前
州
議
側

の
不
服
申
し
立
て
を
受
け
、
中

央
選
管
が
不
明
票
を
除
い
て
集

計
を
や
り
直
し
た
結
果
、
ピ
ネ

ダ
前
州
議
が
19
万
７
２
９
票
と

な
り
、
パ
ン
リ
リ
オ
知
事
の
18

万
８
７
１
８
票
を
上
回
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
中
央
選
管
は

州
選
管
の
集
計
結
果
を
無
効
化

し
、
パ
ン
リ
リ
オ
知
事
に
州
庁

舎
内
の
執
務
室
を
明
け
渡
す
よ

う
命
じ
た
が
、
同
知
事
側
は

﹁
結
果
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な

い
﹂
と
最
高
裁
ま
で
争
う
構
え
。

次
期
同
州
知
事
選
︵
５
月
10

日
投
開
票
︶
で
、
パ
ン
リ
リ
オ

知
事
は
ア
キ
ノ
大
統
領
候
補
の

自
由
党
︵
Ｌ
Ｐ
︶
か
ら
、
ピ
ネ

ダ
前
州
議
は
与
党
ラ
カ
ス
・
カ

ン
ピ
Ｃ
Ｍ
Ｄ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
立

候
補
中
。

07
年
の
前
回
統
一
選
結
果
を

め
ぐ
る
中
央
選
管
の
再
集
計
で

は
、
ブ
ラ
カ
ン
、
イ
サ
ベ
ラ
両

州
知
事
選
な
ど
で
も
、
Ｌ
Ｐ
現

職
に
不
利
な
結
果
が
出
て
お
り
、

Ｌ
Ｐ
側
は
﹁
現
政
権
・
与
党
の

意
向
を
受
け
た
結
果
だ
﹂
と
反

発
し
て
い
る
。

故
障
で
一
時
運
行
停
止

Ｌ
Ｒ
Ｔ

11
日
午
前
７
時
す
ぎ
、
首
都

圏
マ
ニ
ラ
市
の
軽
量
高
架
鉄
道

︵
Ｌ
Ｒ
Ｔ
︶
１
号
線
の
バ
ン
バ
ン

駅
で
、
停
車
し
た
車
両
の
一
部

が
故
障
し
、
１
号
線
全
線
の
運

行
が
約
５
分
間
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

原
因
は
調
査
中
。

ま
た
、
同
日
午
前
８
時
す
ぎ

に
は
、
同
市
ビ
ト
ク
ル
ス
駅
の

北
東
側
階
段
付
近
で
不
審
な
か

ば
ん
が
見
つ
か
り
、
同
階
段
が

一
時
閉
鎖
さ
れ
た
。
首
都
圏
警

察
マ
ニ
ラ
市
本
部
が
爆
発
物
の

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
捜
査
し

た
が
、
か
ば
ん
の
中
身
は
白
い

容
器
に
入
っ
た
白
飯
と
分
か
っ

た
。同

公
社
に
よ
る
と
、
爆
発
物

騒
ぎ
に
よ
る
運
行
へ
の
影
響
は

な
か
っ
た
。

再
集
計
で
結
果
逆
転

大
統
領
府
気
候
変
動
委
員
会

の
セ
リ
ン
委
員
長
は
11
日
、
首

都
圏
パ
シ
ッ
グ
市
の
世
界
銀
行

フ
ィ
リ
ピ
ン
事
務
所
で
﹁
東
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

気
候
変
動
会
議
﹂
に
出
席
し
、

先
進
国
は
政
府
開
発
援
助
︵
Ｏ

Ｄ
Ａ
︶
を
増
や
し
て
、
途
上
国

の
気
候
変
動
問
題
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
発
言
し
た
。

セ
リ
ン
委
員
長
に
よ
る
と
、

先
進
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
大

半
を
排
出
し
て
い
る
。
途
上
国

は
気
候
変
動
問
題
の
予
算
不
足

に
悩
ん
で
お
り
、
同
委
員
長
は

﹁
先
進
国
は
借
款
で
は
な
く
、
無

償
援
助
で
比
を
含
む
途
上
国
を

支
援
す
べ
き
だ
﹂
と
述
べ
た
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
増
を
呼
び
掛
け

気
候
変
動
対
策
で
比
高
官

「秩序ある選挙」を誓約するマカティ市長候補ら＝11日午後２時50分ごろ、
首都圏マカティ市内の教会で写す

厚
生
省
は
11
日
、
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
に
よ
る
水
不
足
に
備

え
貯
水
す
る
家
庭
が
増
え
、
蚊

が
繁
殖
し
や
す
く
な
る
と
し
て
、

世
銀
に
よ
る
と
、
東
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
と
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
は
１
９
９
５
〜
２
０
０

５
年
で
倍
増
し
た
と
い
う
。

西
ミ
ン
ド
ロ
で
地
震

被
害
報
告
な
し

比
火
山
地
震
研
究
所
に
よ
る

と
、
11
日
午
後
８
時
半
ご
ろ
、

ル
ソ
ン
地
方
西
ミ
ン
ド
ロ
州
マ

ン
ブ
ラ
オ
町
の
北
西
約
１
１
６

キ
ロ
の
海
底
を
震
源
と
す
る
地

震
が
発
生
し
た
。
被
害
報
告
は

入
っ
て
い
な
い
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
︵
Ｍ
︶
は

４
・
５
。
震
源
の
深
さ
は
約
38

キ
ロ
。

西
ミ
ン
ド
ロ
州
ル
バ
ン
グ
島

で
震
度
３
、
首
都
圏
マ
ニ
ラ
市

で
同
１
を
観
測
し
た
。

デ
ン
グ
熱
流
行
に
要
警
戒

乾
期
中
の
貯
水
で
蚊
繁
殖

爆
発
物
所
持
で
40
人
起
訴

最高裁

パ
ン
パ
ン
ガ

州
知
事
選

きょうの天気と気温
マニラ　　　　　　　　　　 22-33

バギオ　　　　　　　　　　 14-23

タガイタイ　　　　　　　　 19-29

アンヘレス　　　　　　　　 24-33

セブ　　　　　　　　　　　 24-30

ダバオ　　　　　　　　　　 24-32

カガヤンデオロ　　　　　　 23-32

日の出（マニラ）午前６時21分

日の入り　　　　午後５時59分

11日の気温 最高33.4（午後１時55分）

最低23.0（午前４時55分）

外国為替（11日）

＄１＝Ｐ46.220（前日比Ｐ0.190高）

＄＝￥は休日で取引なし

１万円＝Ｐ5,140、＄100＝Ｐ4,630

（マニラ市の市中両替商調べ）

株価動向
比証券取引所株価指数＝2,908.88

（前日比51.64ポイント△）

東証Ι部平均株価は休日で取引なし

トップニュース（11日）

≫次期大統領選の自由党候補、アキノ

上院議員が表明したルイシタ農園の農

地分配案に対し、左派系団体が「偽善

的だ」と批判（スタンダードトゥデー）

≫芸能人の選挙運動参加に関し、カト

リック系の選挙監視団体が「まずは休

職せよ」と勧告　（インクワイアラー）

≫次期大統領選の政権与党候補、テオ

ドロ前国防長官がキリスト教系宗教団

体イグレシア・ニ・クリストの支持獲

得へ　　　　　　　　　　（タイムズ）

≫中央選管が次期上院選候補３人の失

格申し立てを棄却　　（トリビューン）

大衆紙の話題
雑貨店経営者射殺される 首都圏マ

ニラ市トンドでこのほど、雑貨店の男

性経営者(50)が男性２人組に射殺され

た。調べでは、オートバイに乗った２

人は９日夜、雑貨店前で雑貨店に拳銃

を乱射し、経営者を殺害。２人は逃走

を図ったが、１人は住民数人の袋だた

きに遭い、病院送りとなった。首都圏

警察は、この男性の回復を待って事情

を聴くという。（11日・Ｐトゥナイト）

移民労働団体「ミグランテ・インタ
ーナショナル」は11日、中東のアラ
ブ諸国で働く比人海外就労者（ＯＦＷ）
らに対し、バレンタインデー当日に公
衆の面前で大胆な行動を控えるよう注
意を呼び掛けた。

同団体は、特にサウジアラビアなど
のアラブ諸国ではバレンタインデーは
反イスラム行事に位置付けられている
と指摘。「（バレンタインデーに関連す
る）真っ赤なバラ、ハート型の商品を
持ち歩いたり、赤い衣類を着用すべきでは
ない」と警告した。

その上で、インターネットカフェでの異
性とのチャットや携帯電話による連絡にと
どめるよう助言した。

「「バレンタインデー厳禁バレンタインデー厳禁」」

中
東
の
比
人
に
注
意
喚
起

厚生省

失失
国国籍籍喪

｜④


